
尼崎市 立花地域課

引き継ぐのは若者との関係値！ナレッジやノウハウを蓄積する仕組みを作りたい！

• 職員は数年で人事異動するが、ユースワークはノウハウや信頼関係構築などマニュアル化が困難なことが多い。

• 過去のやりとり等の情報を蓄積し、ノウハウを引き継ぎをしやすい環境をつくりたい。

• 対人支援研修と研修内容及び若者との関わり蓄積するプラットフォームの開発

アップワード株式会社

研修前後で、業務に関するアセスメントの点数が15％増加

1月あたりの、ユースワーク業務に関する情報の入力時間を50％削減

関わっている若者の顔と名前が一致している割合が30％増加

2022年度実証事業
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解決したい課題
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実証内容

対人支援研修と研修内容及び若者との関わり蓄積するプラットフォームの開発

研修

● ストレングスファインダーを用
いた、相互理解促進

● 若者支援に関する心構え

DX

● 若者との関わりを蓄積するため
のプラットフォームの開発

● 若者が自身の性格や特性につい
て定期的に回答する仕掛け

連動

職員の対応および若者の情報を蓄積することで、
職員のナレッジと若者とのつながりを引き継げる環境づくりへ

①学ぶ ②関わる

③蓄積する
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実証内容

プラットフォーム

若者本人からの会員登録 若者本人からの参加申し込み 職員による情報入力
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実証結果

研

修
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連

DX

関
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紙・Excelでの作業時間、Kintoneデータベ

ースでの作業時間を計測

【DX化前】紙・Excelでの作業時間：

122ｈ/年（10.1h/月）

【DX化後】Kintoneでの作業時間：

58ｈ/年（4.8h/月）

短縮時間：

64ｈ/年（5.3h/月）

①声をかけるきっかけを意識して作っている

②相手に応じた関りを意識している

③接点の回数を増やせるよう努力している

④相手のことを受け入れるように意識している

⑤相手に関する事実と推測の区別をしている

⑥自分が話すより、相手の話を聞くことに集中している

⑦相手の言葉以外にも気を配っている

⑧チーム内で情報を活用することを意識している

⑨チーム内で明確な意義や目標を共有している

⑩人の成長に携わることが楽しい

よくできている/まあまあできている +25

できていない/あまりできていない -15

研修前と実証実験後に、下記の項目に対し、1:できていない〜4:できているの４項目から選択式でアセスメントを実施。

対話エピソードの入力文字数 44文字以上増

観察力が増し、主体的関わりが増えてきた

入力作業の簡素化で、関わりへの時間が増えてきた
質の高いデータの蓄積が見込める
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今後の展開

DX化（システム）について

・ 先述のとおり今後も継続してシステムを活用していく予定

引継ぎ（コーチング等）について
・ その他副次的効果にもあるようにコーチング研修がユース向けだけではなく、多くの対人

業務に活用できることが分かった。

・ 当課で予算を確保することは難しいが、人材育成担当の部署がこの実証実験の内容を知っ

てもらい職員向け研修を実施できるよう、庁内向け報告会を実施。

・ また人材育成担当だけではなく関係部署（協働推進課、ユース交流センターなど）にも声を

掛け、庁内および地域住民に向けた取り組みとして展開することに期待する。
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